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原因になる どちらかといえば原因になる
どちらかといえば防止になる 防止になる
無回答

問．(ａ) 石炭や石油などの化石燃料、(ｂ) 原子力発電、(ｃ) 太陽光や風力などの自然エネル
　　　ギーの利用が増えることは、地球温暖化を進める原因になると思いますか。それとも防止
　　　になると思いますか。（問４(a)）
　　化石燃料の利用について
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性
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ｂ．エネルギー資源と地球温暖化の関係の認識


